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熊本県天草家畜保健衛生所

夏季休暇シーズンにおける防疫対策の徹底について

これから夏季休暇期間を迎えるにあたり、訪日外国人観光客の増加及び日本人観
光客の渡航機会も増えると予想され、アフリカ豚熱や口蹄疫等の現在日本に発生し
ていない越境性動物疾病の日本国内へ侵入が危惧されます。また、佐賀県において
豚熱に感染した野生いのししが確認されており、県内や養豚農場への侵入リスクが
高まっています。そのため、以下の防疫対策について今一度ご確認をお願いします。

１ 畜産関係者等の海外渡航の自粛の徹底
・アフリカ豚熱、口蹄疫等の発生地域への渡航の自粛をお願いします。
・外国人の従業員を受け入れている農場では、母国から肉製品等が国内に
持ち込まれることがないように、従業員の方に周知徹底をお願いします。

２ 消毒及び衛生管理区域への病原体の持ち込み防止の徹底

・防護柵、防鳥ネット等の設置及び壁や天井の点検・補修により、

野生動物侵入防止対策の徹底をお願いします。

・衛生管理区域や畜舎に立ち入る場合は適切に専用の衣服や長靴を着用し、

物を持ち込む場合には、消毒の徹底をお願いします。

３ 毎日の健康観察、早期発見及び早期通報の徹底

夏季における細菌性食中毒発生防止にご協力ください

毎年７月～９月は細菌性食中毒が増加し、なかでも「カンピロバクター食中毒」の
発生が最も多く報告されています。

（出典：鶏肉の生産衛生管理ハンドブック・平成25年11月農林水産省消費・安全局）

食中毒の発生防止は、食肉の処理、加工、流通、販売、家庭での取り扱いに注意
が必要です。しかし、農場においても日常の飼養衛生管理をきちんと行い、食中毒
菌となる腸管出血性大腸菌等の農場への侵入防止や、カンピロバクターやサルモネ
ラ等の農場内でのまん延防止が重要です。そのため、飼養衛生管理基準の遵守によ
る病原体の侵入防止と衛生管理の徹底について、ご協力をお願いします。



病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）
H5N1

台湾 家きん 令和6年5月21日

カンボジア 家きん 令和6年7月5日

ブータン 家きん 令和6年7月10日

アフリカ豚熱
（ASF）

韓国

豚 令和6年7月2日

豚 令和6年7月7日

令和6年(2024年)8月1日現在

家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。
天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８

毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」

近隣諸国における海外悪性伝染病発生状況

通報

夏場の死亡牛レンダリング処理について

家畜の死体は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」において、産業廃棄物と定
められており、適正に処理しなければなりません。そのため、死亡した家畜につい
ては、死亡獣畜処理場（熊本県内の多くの畜産農場の場合は（株）熊本蛋白ミール
公社）へ搬入し、適正な処理をお願いします。
夏場は暑熱により死亡牛が増加するとともに、死亡後も牛自身の体温により牛体

の高温な状態が続いたり、気温が高い日が続くこと等から、死亡牛が腐敗しやすい
ため、（株）熊本蛋白ミール公社では７～９月の３か月間は「土曜日の特別業務」
を実施し、死亡牛の搬入時間を延長しています。
なお、搬入された牛が腐敗していると判断された場合には、月齢に関係なく一律

に「腐敗牛処理料３５，５００円」が徴収されますので、牛が死亡した場合は迅速
に（株）熊本蛋白ミール公社への搬入をお願いします。
また、今年4月から死亡前に歩行困難又は起立不能があった牛は、「死亡牛処理

整理表兼届出書」の提出が必要となっており、従来とは様式が変更となっておりま
すのでご注意願います。

夏場の特別業務期間 令和6年(2024年)７月１日～9月30日

死亡畜（牛）受付の問合せ先：（株）熊本蛋白ミール公社 TEL 0968-26-3766

平日（通常どおり） 土曜日 日曜日・祝日

受付
時間

午前
８：３０ ～ １１：３０

午前（通常どおり）
８：３０ ～ １１：３０

終日休業
※8月15日
（木曜日）は
お盆休み

午後
１：００ ～ ３：００

午後（特別業務）
１：００ ～ ３：００


